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二十歳の集い
令和７年那珂市

　１月 11 日、晴天のもと、なかLuckyFM公園で
「二十歳の集い」を開催しました。式典では、二十歳
の代表者から、支えてくれたかたがたへの感謝、自
覚と責任を持って人生を歩んでいきたいという決意
が聞かれました。
　中学校時代の懐かしい映像や恩師からのメッセー
ジも披露され、会場は旧友と笑顔で語り合う姿で
いっぱいでした。

　多くの大人の支えのお陰
で今日があります。
　親や周囲の大人への感
謝を胸に、一人前の大
人を目指して成長し
ていきます。

　社会人としての自覚と責
任を持ち、お世話になった
かたがたへの恩返しを
できるようにしてい
きたいです。

菅谷 柚香さん渡辺 桃さん

今年度二十歳の実行委員に質問しました今年度二十歳の実行委員に質問しました

あなたのあなたの目標目標は？は？

実行委員会の皆さん

問生涯学習課社会教育G　☎ 029‐298‐1111



　常に感謝の気持ちを忘れ
ず、自分の行動に責任を持ち、
いつでも胸を張れる大人を目
指します。

　新たな門出を迎えられた二十歳の皆さんにお祝いとして、木内酒造㈱様より「木内梅酒引換券」、
パン工房ぐるぐる様より「パン引き換え券」をいただきました。
　それぞれの引換期間内にお引き換えください。

井上 謙信さん

協賛企業



那珂市名誉市民

　旧那珂町、旧瓜連町が平成17年１月21日に
合併し、那珂市誕生から20年目の節目を迎え
たことを記念して、１月18日に
市中央公民館で市制施行20 周
年記念式典を開催しました。

問秘書広聴課秘書G　☎ 029‐298‐1111

　那珂市名誉市民は、地方自治の進展などに著しい功績があり、市
民が郷土の誇りとして、ひとしく尊敬するかたに贈られる称号です。
　白土氏は、サツマイモの増収栽培の研究に生涯をかけてご尽
力され、戦中戦後の食糧難から多くの人々を救うとともに、特
産品「ほしいも」の一大生産地として発展するための重要な礎
を築かれました。

（1881～1956年）白土 松吉 氏
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パネリスト

ファシリテーター

友部 ひよりさ ん

瓜連地区在住・20 代
瓜連小学校、瓜連中学校卒業

宮下 敏子さ ん（那珂ふるさと大使）

横堀小学校、第二中学校卒業
神崎地区在住・40 代

中庭 大輔さ ん

額田小学校、第二中学校卒業
額田地区在住・30 代

平澤 友香里さ ん

五台小学校、第一中学校卒業
菅谷地区在住・40 代

鈴木 淳さ ん

　第二部では、名誉市民顕彰および表彰式を行いました。
　名誉市民顕彰では、新たに名誉市民となった白土松吉氏のひ孫にあた
る白土史生さんに先﨑市長から名誉市民証の贈呈を行いました。
　表彰式では、特別表彰者 106人、団体感謝状 61団体を表彰しました。

第二部 式典

　第一部では、那珂市ゆかりの皆さんによる「パネルディスカッション」
を行いました。「私たちがつなぐ未来」をテーマに、那珂市への想いな
どについて熱く語っていただきました。また、未来の那珂市のために何
ができるのか、各世代のさまざまな視点から課題解決につながる取り組
みについて意見が出され、積極的な議論が交わされました。

第一部 パネルディスカッション

2 月 12日号5
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問シティプロモーション推進室　☎ 029‐298‐1111

フュージ
ョンエネルギーでつくる未来

　国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構（QST）では、クリーンで安全なフュージョンエネルギーの研究開発
を行い、近年、世界をリードする著しい成果と進展を遂げています。
　環境対策と安全性を両立できる実質無尽蔵のエネルギーであるフュージョンエネルギーと、その研究をするQST
那珂フュージョン科学技術研究所についてご紹介します。

１　貴重な化石燃料を使わない
　　�　核融合の燃料は重水素と三重水素です。重水素は海水から、三重水素はリチウムを炉の中で反応させて作ります。

このリチウムも海水から得られますので、燃料はほぼ無尽蔵であるといえます。

２　環境、安全性に優れたエネルギー
　　�　核融合反応で排出するのは人体にも環境にも無害な「ヘリウム」で、地球温暖化の原因となる二酸化炭素を排出

しません。また、燃料供給の元栓を締めると反応を直ちに止めることができ、高レベル放射線廃棄物を出さない
のも大きな特徴です。

３　高いエネルギー発生率
　　�　重水素と三重水素の燃料１gで石油８ｔ分に相当するエネルギーを発生することができます。

地球に優しいフュージョンエネルギー

写真提供：�QST那珂フュージョン科学技術
研究所

　「地上に太陽を」のキャッチフレーズのもと、太陽で起きている核融合
反応を地上で再現しエネルギーとして利用するため、那珂フュージョン
科学技術研究所は、世界最先端の研究開発を那珂市で行っています。 

那珂フュージョン科学技術研究所

那珂フュージョン科学技術研究所では、研究開発
への理解を深めていただくため施設見学を随時受
け付けています。詳しくは、那珂フュージョン科
学技術研究所ホームページをご確認ください。

トカマク型超伝導プラズマ実験装置「JT‐60SA」とは
　写真の JT‐60SAは、地球環境に優しく安全性に優れた地上の太
陽を実現させるための実験装置です。高性能プラズマの安定性を高
める制御機器を豊富に装備しています。この装置で高性能プラズマ
を長時間維持する実験を行い、日本、欧州、アメリカ、ロシア、韓国、
中国、インドが共同でフランス南部のサン・ポール・レ・デュランス
に建設中の国際熱核融合実験炉（ITER）に結果を反映させます。
　令和６年には、JT‐60SAが達成したプラズマ体積160㎥の記録が
「最大のトカマク型装置」としてギネス世界記録TMに認定されました。

写真提供：QST那珂フュージョン科学技術研究所
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お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

く
ら
し

相
談

法
律
相
談

日
時
▼
４
月
24
日
㈭
午
後
１
時
～
５
時

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）１
階
相
談
室

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

相
談
方
法
▼
電
話
ま
た
は
面
談
（
申
込
時

に
お
選
び
く
だ
さ
い
）　

相
談
員
▼
弁
護
士

費
用
▼
無
料
（
相
談
１
回
30
分
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、電
話
（
要
予
約
）

申
込
開
始
日
▼
３
月
５
日
㈬

※
同
じ
事
案
の
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�　
　
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
�申行

政
書
士
相
談

日
時
▼
４
月
16
日
㈬
午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）１
階
相
談
室

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

相
談
内
容
▼
遺
言
、
相
続
や
契
約
、
許
認

可
申
請
な
ど
、
各
種
手
続
き
に
つ
い
て

相
談
員
▼
行
政
書
士

費
用
▼
無
料
（
相
談
１
回
30
分
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、電
話
（
要
予
約
）

申
込
開
始
日
▼
３
月
５
日
㈬

�申
問
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

総
合（
人
権・
行
政
）

相
談

日
時
▼
３
月
７
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時
（
先
着
順
）

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）１
階
相
談
室（
人

権
）、
ロ
ビ
ー
（
行
政
）

相
談
内
容
▼

◦
人
権
相
談　
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る

問
題
や
家
庭
内
の
も
め
ご
と
な
ど

◦
行
政
相
談　

国
な
ど
の
行
政
機
関
が

行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見

相
談
員
▼
人
権
擁
護
員
、
行
政
相
談
員　

費
用
▼
無
料

�　
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問こ
こ
ろ
の
相
談

日
時
▼
３
月
14
日
㈮
午
後
１
時
～
５
時

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

対
象
者
▼
市
内
在
住
で
、
心
配
や
悩
み
ご

と
を
抱
え
る
か
た
、
ま
た
は
そ
の
家
族

相
談
員
▼
精
神
科
医
師
、
市
精
神
保
健
福

祉
士　

費
用
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、電
話
（
要
予
約
）

　
　
健
康
推
進
課
健
康
増
進
Ｇ

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
内
）

☎
０
２
９
‐
２
７
０
‐
８
０
７
１

�申
問

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
の
黙

と
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
震
災
に
よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ
た
か
た
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
哀
悼

の
意
を
表
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
職
場
や
ご
家
庭
で
黙

と
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
▼
３
月
11
日
㈫
午
後
２
時
46
分

�

問
秘
書
広
聴
課
秘
書
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

令
和
６
年
度
住
民
税
非
課

税
世
帯
重
点
支
援
給
付
金

　

物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、

特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
住
民
税
非

課
税
世
帯
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
▼
基
準
日（
令
和
６
年
12
月
13
日
）

時
点
で
那
珂
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
同

一
世
帯
に
属
す
る
か
た
全
員
が
、
令
和
６

年
度
住
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
世
帯
の
世
帯
主

※
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
か
た
の
被

扶
養
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
は
除
く

支
給
額
▼
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円

申
請
方
法
▼

①�

新
た
に
非
課
税
等
と
な
る
世
帯
給
付

金（
10
万
円
）の
給
付
を
受
け
た
世
帯

で
基
準
日
時
点
で
世
帯
お
よ
び
所
得

状
況
に
変
更
が
な
い
世
帯

　
手
続
き
は
不
要
で
す
。

※
対
象
世
帯
主
に
、
通
知
を
お
送
り
し
ま

す
（
２
月
下
旬
予
定
）。

※
受
取
口
座
変
更
や
受
取
辞
退
の
場
合
は

手
続
き
が
必
要
で
す
。

②�

①
に
該
当
せ
ず
、令
和
６
年
１
月
１
日

時
点
で
那
珂
市
に
住
民
票
が
あ
る
世
帯

　
確
認
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
世
帯
主
に
、
確
認
書
を
お
送
り
し

ま
す
（
３
月
上
旬
予
定
）。

③��

①
②
に
該
当
せ
ず
、世
帯
の
中
に
令
和
６

年
１
月
２
日
～
12
月
13
日
に
転
入
さ
れ

た
か
た
や
、未
申
告
の
か
た
を
含
む
世
帯

　
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
世
帯
主
に
、
申
請
書
を
お
送
り
し

ま
す
（
３
月
上
旬
予
定
）。

※
申
請
内
容
を
審
査
し
、
支
給
対
象
世
帯

に
は
順
次
振
り
込
み
ま
す
。

※
こ
ど
も
加
算
分（
18
歳
以
下
の
児
童
１

人
あ
た
り
２
万
円
）に
つ
い
て
は
、手
続
き

不
要
で
振
り
込
み
を
行
う
予
定
で
す
。

申
請
期
限
▼
６
月
20
日
㈮
（
必
着
）

※
詳
し
い
対
象
要
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�申
問
社
会
福
祉
課
生
活
福
祉
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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家庭で余っている食品はありませんか？

きずなＢＯＸをご利用ください

　きずなＢＯＸは、さまざまな理由で食べるこ
となく捨てられてしまう食品を、食に困ってい
る人や、支援団体へ無償で届ける制度です。
　市では、ＮＰＯ法人フードバンク茨城が運営
するきずなＢＯＸを、市内３か所に設置してい
ます。寄付していただいた食品は、生活困窮者
や児童養護施設などの福祉施設へ届けられます
ので、ぜひご協力をお願いします。
◆対象となる食品
◦常温保存が可能なもの
◦未開封のもの
◦�賞味期限が２か月以上残っているもの
※�要冷蔵、要冷凍、生鮮食品、割れやすい容器
の食品は除く

　

◆設置場所
◦市役所（本庁）１階ロビー
◦�総合保健福祉センターひだまりロビー
◦市社会福祉協議会窓口（瓜連支所分庁舎内）
問�社会福祉課生活福祉Ｇ
☎０２９‐２９８‐１１１１

例えば
缶詰、お米、レトルト食品、インスタ
ント麺、うどん・そば・パスタなどの
乾麺など

令
和
６
年
に
初
め
て
市
内
に

住
宅
を
取
得
し
た
か
た
へ

那
珂
市
子
育
て
世
帯
住
宅

取
得
助
成
金
の
交
付
申
請

は
お
済
み
で
す
か

対
象
者
▼
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
、
市
内

に
初
め
て
住
宅
を
取
得
し
た
次
の
世
帯

◦
子
育
て
世
帯　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
同
居
し
て
い
る
世
帯

◦
新
婚
世
帯　
婚
姻
後
５
年
以
内
で
夫
婦

の
い
ず
れ
か
が
40
歳
以
下
の
世
帯

対
象
住
宅
▼
取
得
日
が
令
和
６
年
１
月
１

日
～
12
月
31
日
の
住
宅

※
対
象
者
、
対
象
住
宅
に
は
そ
の
他
要
件

が
あ
り
ま
す
。申
請
方
法
を
含
む
詳
細
は
、

申
請
開
始
日
▼
３
月
３
日
㈪

助
成
額（
１
枚
当
た
り
）▼
６
０
０
円

交
付
枚
数
▼
申
請
す
る
月
に
よ
っ
て
次
の

枚
数
ま
で
交
付
し
ま
す
。

３
～
６
月
に
申
請
48
枚
（
96
枚
）

７
～
９
月
に
申
請
36
枚
（
72
枚
）

 

10
～
12
月
に
申
請
24
枚
（
48
枚
）

令
和
８
年
１
～
３
月
に
申
請
12
枚（
24
枚
）

※（　
）内
は
人
工
透
析
治
療
者
の
交
付
枚
数

交
付
開
始
日
▼
３
月
31
日
㈪

利
用
期
間
▼
４
月
１
日
㈫
～

令
和
８
年
３
月
31
日
㈫

持
参
す
る
も
の
▼

◦
対
象
者
で
あ
る
と
確
認
で

き
る
も
の
（
身
体
障
害
者
手

帳
や
介
護
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
）

◦
申
請
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

・
１
点
で
確
認
で
き
る
も
の

　

�

運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

・
２
点
で
確
認
で
き
る
も
の

　

�

健
康
保
険
被
保
険
者
証
、介
護
保
険
被

保
険
者
証
、年
金
手
帳
、年
金
証
書
な
ど

※
代
理
申
請
の
場
合
は
、代
理
人
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付（
市
役
所（
本
庁
）

社
会
福
祉
課
、
瓜
連
支
所
）

�申
問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１�

障
が
い
の
あ
る
か
た
へ

令
和
７
年
度
分
の
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
交
付
し
ま
す

　
通
院
な
ど
の
目
的
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用

す
る
場
合
、料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
▼
在
宅
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
認

定
・
交
付
を
受
け
て
い
る
か
た

◦
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
５
級

◦
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
・
Ｂ
判
定

◦
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
～
２
級

◦
要
介
護
認
定
１
～
５

◦
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者
証

※
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
る
か
た
は
除
く



２月 12日号9

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額
▼

◦
市
内
で
転
居
し
た
か
た　
　
　
10
万
円

◦
市
外
か
ら
転
入
し
た
か
た　
　
20
万
円

申
請
期
限
▼
３
月
31
日
㈪

�申
問
政
策
企
画
課
地
方
創
生
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

下
水
道
に
接
続
し
、

井
戸
水
を
ご
使
用
の
か
た
へ

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
は
、下

水
道
課
に
下
水
道（
公
共
下
水
道・農
業
集
落

排
水
）の
使
用
変
更
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

対
象
者
▼

⃝

転
入
・
転
居
・
死
亡
な
ど
に
よ
り
、
家

族
の
人
数
に
変
更
が
あ
る
か
た

⃝

井
戸
水
の
使
用
を
中
止
す
る
か
た

⃝

水
道
水
切
替
に
よ
り
、
新
た
に
水
道
と

井
戸
水
を
併
用
で
使
用
す
る
か
た

※
使
用
変
更
届
は
、
下
水
道

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
取
得
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�申
問
下
水
道
課
業
務
Ｇ
（
瓜
連
支
所
）

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

催
し

市
民「
安
全
登
山
・
ハ
イ
キ
ン

グ
」教
室

　

室
内
で
基
礎
を
学
ん
で
か
ら
野
外
実
技

を
行
う
た
め
、
初
心
者
で
も
安
心
で
す
。

室
内
教
室（
基
礎
・
６
回
）

期
日
▼
４
月
６
日
㈰・19
日
㈯
、５
月
10
日

㈯・
18
日
㈰
、７
月
６
日
㈰
、８
月
３
日
㈰　

時
間
▼
午
後
６
時
～
８
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り

野
外
教
室（
実
技
・
３
回
）

期
日
▼
６
月
８
日
㈰・21
日
㈯
、７
月
20
日
㈰

※
基
礎
・
実
技
合
わ
せ
て
全
９
回

講
師
▼
日
本
山
岳
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

定
員
▼
20
人
（
先
着
順
）

受
講
費
▼
３
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
保
険

料
・
通
信
費
、
初
日
徴
収
）

※
野
外
教
室
は
、
別
途
負
担
あ
り

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
氏
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号

を
明
示

※
市
内
勤
務
・
近
郊
の
か
た
も
可　

申
込
期
間
▼
３
月
５
日
㈬
～
15
日
㈯

後
援
▼
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

そ
の
他
▼
教
室
修
了
者
は
、
希
望
に
よ
り

「
那
珂
市
ひ
ま
わ
り
山
の
会
」
に
入
会
で

き
ま
す
。

�申
問
那
珂
市
ひ
ま
わ
り
山
の
会　
津
田

☎
・
FAX
０
２
９
‐
２
９
５
‐
６
５
８
１

　野外焼却は法律により原則禁止されて
おり、悪質だと認められる場合には罰則
があります。また、ごみを燃やすと、悪
臭や煙による近隣住民とのトラブルだけ
でなく、ダイオキシン類などの有害物質
を発生させ、人の健康への影響が心配さ
れます。
　家庭ごみや産業廃棄物などの野外焼却
を発見したときは、場所や状況について
お知らせください。
問環境課環境Ｇ　
☎０２９‐２９８‐１１１１
問市消防署
☎０２９‐２９５‐２１１１
※�土・日曜日、祝日　および、
　平日　午後５時15分～午前８時30分
問不法投棄１１０番
☎０１２０‐５３６‐３８０
※平日　午前８時30分～午後５時15分

野外焼却の苦情が
多く寄せられています

県
立
Ｉ
Ｔ
短
大

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

期
日
▼
３
月
22
日
㈯

時
間
▼
①
午
前
９
時　
②
午
後
１
時

場
所
▼
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
（
水

戸
市
下
大
野
６
３
４
２
）

対
象
者
▼
Ｉ
Ｔ
に
関
心
を
持
つ
高
校
生
・

保
護
者
な
ど

内
容
▼
学
校
見
学
、
体
験
授
業

申
込
方
法
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
期
限
▼
３
月
19
日
㈬
正
午

�申
問
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

☎
０
２
９
‐
２
６
９
‐
５
５
０
０
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前期水泳教室
期間▶⃝水曜日　４月～９月（全 16回）　	 ⃝火・木・金・土・日曜日　５月～９月（全 16回）
受講費▶各１万円
※排泄が自立していることが必要です。

なかLuckyFM公園　令和７年度　前期水泳・スポーツ教室

種目 日時 対象者・定員

アクアエクササイズ Ａコース
水中エアロビクス運動です。

⑴火曜日　午前 10時～ 11時
⑵木曜日　午前９時 15分～ 10時15分
⑶金曜日　午後２時～３時

対象者　18歳以上のかた
定員　　各 28人

アクアエクササイズ Ｂコース
体力の向上を目的とする、Ａコー
スよりややハードなコースです。

金曜日　午後７時 15分～８時 15分 対象者　18歳以上のかた
定員　　28人

ボディーメンテナンス
プールでストレッチや機能回復
運動を行います。

木曜日　午前10時30分～ 11時30分 対象者　18歳以上のかた
定員　　20人

初心・初級者教室
水に慣れながら基礎を学びます。

火曜日　午後１時 30分～３時 対象者　18歳以上のかた
定員　　30人

初級・中級者教室
中級者はいろいろな泳法を学び、
25ｍ以上泳ぐ泳力を身に付けます。

火曜日　午後７時～８時 30分 対象者　18歳以上のかた
定員　　30人

中級・上級者教室
上級者は泳ぎの完成を目指します。

水曜日　午後１時 30分～３時 対象者　18歳以上のかた
定員　　30人

幼児・小学校低学年教室
水遊びを通して基礎を学びます。

⑴火曜日　午後３時 30分～４時 30分
⑵水曜日　午後３時 30分～４時 30分
⑶木曜日　午後４時 45分～５時 45分

対象者　満４歳～小学２年生
定員　　各 28人

小学校低学年教室
基礎を学びます。

⑴金曜日　午後４時 45分～５時 45分
⑵土曜日　午後２時 50分～３時 50分
⑶日曜日　午前10時45分～ 11時45分

対象者　小学１、２年生
定員　　各 30人

小学校低・中学年教室
基礎を学びます。

⑴火曜日　午後４時 45分～５時 45分
⑵水曜日　午後４時 45分～５時 45分

対象者　小学１～４年生
定員　　各 30人

小学校中・高学年教室
基礎を学びます。

⑴水曜日　午後６時～７時
⑵木曜日　午後６時～７時
⑶金曜日　午後６時～７時

対象者　小学３～６年生
定員　　各 30人

幼児教室
水遊びを通して基礎を学びます。

⑴木曜日　午後３時 30分～４時 30分
⑵金曜日　午後３時 30分～４時 30分
⑶土曜日　午前９時 30分～ 10時30分
⑷土曜日　午前10時45分～ 11時45分
⑸土曜日　午後１時 30分～２時 30分

対象者　未就学児（満４～６歳）
定員　　各 28人

※申込方法や注意事項などについては、p.11 をご覧ください。
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前期スポーツ教室

種目 日時 期間・対象者・定員・受講費

ヨガ教室
呼吸・ポーズをバランスよく行う
ヨガのエクササイズです。

⑴火曜日　午後２時～３時 30分
　（一部水曜日あり）
⑵金曜日　午前10時～11時30分

期間　　４月～９月（全 20回）
対象者　18歳以上のかた
定員　　各 30人　受講費　１万円

パワーストレッチ教室
筋力トレーニング的要素を取り入
れ、ボディーメイク効果や集中力の
強化をねらったエクササイズです。

木曜日　午前 10時～ 11時 30分
期間　　４月～９月（全 20回）
対象者　18歳以上のかた
定員　　30人　　受講費　１万円

ピラティス教室
姿勢の矯正や肩こりの解消に効果
的なエクササイズです。

木曜日　午後２時～３時 30分
期間　　４月～９月（全 20回）
対象者　18歳以上のかた
定員　　30人　　受講費　１万円

骨盤ストレッチ教室
骨盤まわりを中心に全身のゆがみ
を整え、不調の改善を目指すエクサ
サイズです。

金曜日　午後１時 30分～３時
期間　　４月～９月（全 20回）
対象者　18歳以上のかた
定員　　30人　　受講費　１万円

ジュニアテニス教室
硬式テニスの基礎を身に付けます。

土曜日　午前９時 30分～ 11時
期間　　４月～ 12月（全 24回）
対象者　小学３～６年生
定員　　60人　　受講費　１万2千円

※すべての教室は個々の取り組みに応じて効果に違いがあります。無理のないようにご参加願います。

共通事項

申込方法▶電子申請（いばらき電子申請・届出サービス利用）
　　　　　※電子申請が利用できない場合は、なかLuckyFM公園窓口でお申し込みください。
　　　　　　（受付時間 : 午前９時～午後５時）
申込期間▶３月４日㈫～ 16日㈰
注意事項▶	⃝３月23日㈰までに受講決定通知（抽選となった場合は結果）を Eメールまたは電話でお知らせします。
	 ⃝受講費は、なかLuckyFM公園窓口に持参してください。受付期間は、受講決定の通知でお知らせします。
	 ⃝申込者数に応じて抽選または中止となる場合があります。
	 ⃝申し込みは、市内に在住、在勤、在学のかたを優先して受け付けます。
	 ⃝年齢は、４月 30日㈬現在のものです。
	 ⃝医師に運動を止められているかたはご遠慮ください。
�申問スポーツ推進室（なかLuckyFM公園内）　☎０２９‐２９７‐００７７　※月曜日休園（祝日の場合は翌平日）

▲水泳教室▲スポーツ教室

�申Ｇ…グループ 　　…申し込み・申請・応募・届出　問…問い合わせ　  …E メール
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春の全国火災予防運動（3/1 ～ 3/7)　　守りたい　未来があるから　火の用心

那
珂
の
歴
史
を
考
え
る
会
連
続
講
座

那
珂
・
江
戸
氏
と
額
田
小
野
崎
氏
の

歴
史
を
探
る
⑤

日
時
▼
３
月
16
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や

内
容
▼
佐
竹
氏
お
よ
び
江
戸
・
額
田
小
野

崎
氏
の
戦
い

講
師
▼
高
橋
裕
文
氏（
歴
史
学
博
士
）

定
員
▼
60
人（
当
日
先
着
順
）

参
加
費
▼
３
０
０
円（
資
料
代
）

問
那
珂
の
歴
史
を
考
え
る
会

石
崎
☎
０
８
０
‐
６
６
７
８
‐
４
２
０
０

水
戸・歴
史
に
学
ぶ
会
講
演
会

我
、
ロ
シ
ア
南
下
の
盾
た
ら
ん

ー
中
庭
午
吉
の
日
露
戦
争
従
軍
日
記
ー

日
時
▼
３
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や

講
師
▼
仲
田
昭
一
氏

定
員
▼
１
０
０
人（
申
し
込
み
不
要
、
当

日
先
着
順
）

参
加
費
▼
３
０
０
円
（
資
料
代
な
ど
）

問
水
戸
・
歴
史
に
学
ぶ
会
事
務
局

☎
０
９
０
‐
８
０
３
８
‐
２
０
８
７

精
神
保
健
福
祉
基
礎
講
座

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
時
▼
３
月
15
日
㈯
午
前
10
時
15
分
～
午

後
３
時
30
分

※
昼
食
は
、
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

場
所
▼
（福）
は
ま
ぎ
く
の
会　
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
ふ
わ
り
２
階（
ひ
た
ち
な
か

市
馬
渡
５
５
８
‐
１
）

定
員
▼
30
人
程
度

※
申
し
込
み
人
数
が
５
人
以
下
の
場
合
は

中
止

受
講
費
▼
無
料　
申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
３
月
７
日
㈮

そ
の
他
▼
事
業
所
の
見
学
・
作
業
体
験
も

可
能
で
す
。（
希
望
の
場
合
、別
日
に
実
施
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�申
問
（福）
は
ま
ぎ
く
の
会　
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
ふ
わ
り　
高
橋
・
鈴
木

☎
０
２
９
‐
２
１
９
‐
８
１
５
５

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

書
き
方
講
座

日
時
▼
３
月
11
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分　
場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す

が
や
会
議
室
４・５

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

内
容
▼
行
政
書
士
に
よ
る
、相
続
、遺
言
を
含

め
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方
講
座

※
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
事
務
局
で
用

意
し
ま
す
。

定
員
▼
40
人
程
度
（
申
し
込
み
不
要
）

費
用
▼
無
料

主
催
▼

（公社）
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

問
行
政
書
士
原
田
優
事
務
所

原
田
☎
０
２
９
‐
２
１
２
‐
４
３
２
１

※
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

春のなかづくし

◆期日　３月 15日㈯
◆時間　午前 11時～午後７時ごろ
◆場所　静峰ふるさと公園
	 グラウンドゴルフ場
◆内容　�⃝�市内の飲食店や事業所による

物販・ワークショップ
	 ⃝�野外でのファミリー向け映画

「FLY!」上映（夕暮れ後・無料）
◆入場料　無料
問商工観光課商工観光Ｇ
☎０２９‐２９８‐１１１１
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３月の休日当番医

茨城子ども
救急電話相談

＃ 8000
050‐5445‐2856

茨城おとな
救急電話相談

＃ 7119
050‐5445‐2856

救急電話相談（24 時間 365 日）

日 医療機関名 電話番号

２ 岡田クリニック 029‐
270‐8188

９ 西山堂慶和病院 029‐
295‐5121

16 塙内科消化器科 029‐
295‐2110

20 那珂クリニック 029‐
295‐9800

23 鈴木呼吸器科内科 029‐
353‐2811

30 岩上記念病院 029‐
296‐2066

▶那珂キッズクリニック小児科（小児科）
　２・16 日           ☎ 029‐212‐5630

▶時間　9：00 ～ 11：30
※必ず受診前に電話でご確認ください。

   医療情報ネット（ナビイ）
全国の医療機関・薬局の情報
を検索できます。

市役所　日曜開庁・木曜窓口延長
【日曜開庁】
時間／ 8：30～12：00、13：00～17：15
業務／住民票の写しの交付など
問市民課戸籍・窓口G　 ☎ 029‐298‐1111
【木曜窓口延長】
時間／ 17：15 ～ 19：30
対応課／�市民課、税務課、収納課、
	 介護長寿課、社会福祉課、
	 保険課、こども課

募
集

Ｇ…グループ 　
�申…申し込み・申請・応募・届出
問…問い合わせ　

…Ｅメール

市ホームページでは、
行政・災害などのさま
ざまな情報をお届けし
ています。

自殺対策強化月間（3/1 ～ 3/31）　

２
０
２
５
年
度

国
家
公
務
員
募
集

一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）

第
１
次
試
験
日
▼
６
月
１
日
㈰

申
込
期
間
▼
２
月
20
日
㈭
～
３
月
24
日
㈪

一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）

　
　
　
　
　（
社
会
人
試
験（
係
員
級
））

第
１
次
試
験
日
▼
９
月
７
日
㈰

申
込
期
間
▼
６
月
13
日
㈮
～
25
日
㈬

※
申
込
方
法
な
ど
、詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
人
事
院
関
東
事
務
局

☎
０
４
８
‐
７
４
０
‐
２
０
０
６
～
８

図
書
館
協
議
会
委
員

募
集

資
格
▼
国
・
地
方
公
共
団
体
の
職
員
を
除

く
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

◦
市
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
65
歳

未
満
の
か
た
（
４
月
１
日
現
在
）

◦
図
書
館
の
運
営
に
関
心
の
あ
る
か
た

◦
年
２・
３
回
、
平
日
昼
間
に
開
催
す
る

会
議
に
出
席
で
き
る
か
た

任
期
▼
４
月
１
日
～
令
和
９
年
３
月
31
日

（
２
年
間
）

募
集
人
数
▼
２
人

報
酬
▼
市
条
例
の
規
定
に
よ
り
支
給

選
考
方
法
▼
書
類
選
考

※
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
、
応
募
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

提
出
書
類
▼
応
募
申
込
書
、「
図
書
館
に

つ
い
て
思
う
こ
と
」
に
関
す
る
作
文

※
応
募
申
込
書
は
、
市
立
図
書
館
ま
た
は

市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で

き
ま
す
。

※
作
文
は
、
８
０
０
字
程
度
・
様
式
自
由

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
方
法
▼
窓
口
受
付
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル

応
募
期
限
▼
３
月
18
日
㈫
（
必
着
）

�申
問
市
立
図
書
館

☎
０
２
９
‐
３
５
２
‐
１
１
７
７

FAX
０
２
９
‐
３
５
２
‐
１
１
７
８

〒
３
１
１
‐
０
１
０
５

菅
谷
２
９
９
５
‐
１

tosho@
city.naka.lg.jp
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市では、施策や事務事業の評価検証を重ね、
その結果を公表することで、行政サービスの
質の向上を図るとともに、透明性の高い行政
運営を進めています。

そのため、「施策評価」「事務事業評価」を
行うとともに、行財政改革懇談会委員による

「行政活動外部評価」を実施しています。
見つかった課題などの改善を図り、経費の

削減だけではなく、時代に即した事業の展開
ができるよう、行財政改革に継続して取り組
んでいきます。

詳細はこちらから▶

行政評価結果の詳細については、市ホームページおよび市立図書館で公表しています。
市では、今後も引き続き、市が行う活動について市民の皆さんにも「自分ごと」として身近に考えて

いただくことができるよう、透明性の高い開かれた市政運営を推進していきます。

行政評価結果について

事務事業評価
結果

施策評価
結果

行政活動外部評価
結果

問行財政改革推進室　☎ 029‐298‐1111

行政評価の取り組み
について公表します６

市が実施する行政評価に関し、市民などの外
部からの意見を取り入れながら、評価の客観性
や透明性を確保することを目的としています。

令和６年度は、第２次那珂市総合計画後期
基本計画の政策「第１章 みんなで進める住み
よいまちづくり」および「第３章 やさしさに
あふれ生きがいの持てるまちづくり」の施策
の中から、行財政改革懇談会委員の協議によ
り、２つの施策を選定して実施しました。

行政活動外部評価
令和６年度行政活動外部評価の結果

施策の名称 外部評価結果

誰もが住み続けたいと思えるまちづくりを
推進する

おおむね
適正な評価が
行われている主管課 政策企画課

家庭や地域で支え合う福祉環境を整える おおむね
適正な評価が
行われている主管課 社会福祉課

体系に基づく計画

事務事業評価

施策評価

将来像
の実現

政策

施策

事務事業

目的 手段

手段目的

那珂市の行政評価



情報掲示板 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮまちの動き

●火災・救急件数【令和６年12月分】
　火災▶	 2 件（	 27 件）
　救急▶	 284 件（	2,748 件）
※（　）は令和６年累計
問市消防本部　☎ 029‐295‐2111

●人口【１月１日現在】
　人口▶ 53,167 人	 （－	 43）
　　男▶ 26,133 人	 （－	 22）
　　女▶ 27,034 人	 （－	 21）
世帯数▶ 23,724 世帯	（－	 9）
※（　）内は前月比　

今号の表紙

　二十歳の集いで撮影した写真
です。５年ぶりに親族のかたも
ご来場され、多くのかたに祝福
された１日となりました。

●交通事故件数【12月末現在】
　人身事故▶	85 件
　負 傷 者▶	107人
　死  者▶	 1 人

問那珂警察署　☎ 029‐352‐0110
※交通事故・犯罪ともに令和６年累計

●犯罪件数【12月末現在】
　刑法犯認知件数▶	 296 件
　　　住宅侵入窃盗▶	 8 件
　　　自 動 車 盗▶	 2 件
　　　車上ねらい▶	11 件
　　　自 転 車 盗▶	23 件

障がい者バドミントン選手権大会で活躍

　第10回DAIHATSU日本障がい者バドミントン
選手権大会において、佐藤健太さん（津田）が ID７

（知的障がい者）クラスのシングルスで３位、ダ
ブルスで２位の成績を収めました。
　この大会は、（一社）日本パラバドミントン連盟
が主催し、全国から選手が集まる大会です。佐藤
さんのさらなる活躍が期待されます。

問スポーツ推進室
☎ 029‐297‐0077

世界なぎなた選手権大会で１位

　第８回世界なぎなた選手権大会にお
いて、演技競技の部の全日本なぎなた
の形で１位の成績を収めた県立水戸農
業高校に勤務している服部ゆかりさん
が、１月７日、先﨑市長を表敬訪問しま
した。
　この大会は、国際なぎなた連盟が主
催し、世界各地から選手が集まる４年
に１度の大会です。服部さんのさらな
る活躍が期待されます。

企業版ふるさと納税による寄付

問政策企画課地方創生G　☎ 029‐298‐1111
�過去の寄付企業に
ついてはこちら▶

企業版ふるさと納税を活用した寄付
を頂き、ご支援に対して感謝の意を表
するため、感謝状を贈りました。

さつき㈱は、環境改善に寄与する「環
境ソリューション事業」、電子黒板を中
心に学校や企業の課題解決をする「IT
ソリューション事業」、電子機器の設計
から製造や物流に至るまでを一貫し
て対応する「家電・機器部品事業」の 3

さつき㈱ から寄付

つを柱に商品・サービスを提供する、大阪市に本社を構える会社です。
みんなの笑顔を育てようプロジェクトとして、インクルーシブ電子黒板

「MIRAI TOUCH」19 台を頂き、市内各小中学校職員室および
中学校のフリースクールに設置しました。

問スポーツ推進室　☎ 029‐297‐0077

２月 12日号15

広告掲載のお申し込みは、行財政改革推進室まで。　※広告の内容は、市が保証や推奨をするものではありません。
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お子さんの写真を広報なかに掲載してみませんか？
ご応募お待ちしています。

【応募内容】　市内にお住まいの未就学のお子さんの写真
【応募方法】　�市ホームぺージ内の申し込みフォームから、

お気に入りの一枚を送付してください。

応募はこちらから

高田 旺
おうすけ

佑さん 小澤 海
か い と

音さん金野 快
か い と

叶さん

仲澤 志
し お う

桜さん 細谷 姫
き あ ら

愛さん高柳 陽
は る と

登さん

伊藤 励
れい
さん須田 琉

る き
暉さん須田 美

み は な
花さん


